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研究成果の概要（和文）：『「進学校」における人間性涵養とリーダーシップ―日本と欧州3ヶ国から学ぶ―』を広島
大学高等教育研究開発センターの叢書として出版し、全国の国公私立大学及び研究所に郵送。
　本調査の対象校は、海外では、イートン、セント・ポールズ、シュルーズベリー、ウェストミンスター、マーチャン
ト・テイラーズ、ラグビー、ハロウ、チャーターハウス及びマンチェスター・グラマー・スクールである。他にフラン
スのリセ、スイスのボーソレイユ・コレージュ、ブリヤモン・インターナショナル、コレージュ・デュ・レマンを、国
内では、名門中高一貫校８校（麻布、開成、慶應義塾、甲陽学院、灘、ラ・サール、早稲田）及び日比谷と戸山高校で
ある。

研究成果の概要（英文）：Our research team published the book named "Fostering Humanity and Leadership in 
Distinguished Schools: Lessons from Japan and Three European Countries". The great changes that took 
place in the English education system in the 19th and 20th Centuries transformed but did not diminish the 
role of the independent sector in secondary education. The challenge for reformers is how to expand 
access to these schools without diminishing academic excellence.
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１．研究開始当初の背景 

 日本社会は、知識基盤社会化やグローバル

化の流れの中で市場メカニズムの中に組み

込まれ、政治、行政、企業、大学、それぞれ

の組織の管理運営面において内外から大き

な改革が求められてきた。それら改革の要請

は東日本大震災後、特に顕著となったといえ

る。改革にあたっては、①自組織と外部環境

との関係の変化を分析し、その結果に基づい

て社会や市場のニーズを把握し、②目的・目

標を設定し、それら目的・目標のために、自

組織の弱点や強みを考慮しながら、③内部環

境の分析を行った上で、④独自の戦略を展開

していく必要がある。しかし、情勢は多様化

し、変化し続けているにもかかわらず、制度

や枠組み、更にはその頂点に立つ人材が、そ

の変化に伴っておらず、政治、行政、企業、

大学、どれをとっても確固たる信念や目的・

目標を欠いており、必ずしも組織やひいては

日本社会そのものが有効に機能していると

はいえない。つまり、上記 4 領域に於いて、

改革を実施し得る資質や倫理観を備えたリ

ーダーが不足しているためと考えられるの

である。 

                           

２．研究の目的 

 本研究は、「リーダーシップ教育」の日本

モデルを検討・提示するためのもので、この

定義に近似する人材育成を果たしているイ

ギリス・パブリックスクール（パブリックス

クールは、ザ・グレートナイン（ウェストミ

ンスター、ウィンチェスター、イートン、ハ

ロウ、ラグビー、チャーターハウス、マーチ

ャント・テイラーズ、セントポールズ、シュ

ルーズベリー）に焦点を当てた）、他、グラ

マースクール、スイス及びフランスのエリー

ト学校、における教育に着目し、今日に至る

歴史、文化的背景、制度・枠組み、授業内容、

教授方法を日本の教育に導入できるかどう

かの調査を実施した。 

３．研究の方法 

 調査方法は、アンケート調査及び面談調査

である。第一回研究会を広島大学で開催し、

質問紙の設計、訪問調査前段階でのメイルで

の質問調査のための質問紙の検討した。予備

質問紙調査を実施後、改めて質問紙を作成し、

訪問調査を実施した。訪問調査を実施した学

校は、イギリスのパブリック・スクール（ウ

ェストミンスター、ウィンチェスター、イー

トン、ハロウ、ラグビー、チャーターハウス、

マーチャント・テイラーズ、セントポールズ、

シュルーズベリー）及びスイス（3 校）及び

フランス（3 校）のエリート学校（面接調査

実施者：48 名）、グラマー・スクール 5校（面

接調査実施者：17 名）で、制度・枠組み、授

業内容、教授方法、課外活動等の現地調査を

行った。 

 また、旧制高等学校に関しては、研究協力

者の市川昭午氏（財務センター名誉教授）か

らの情報を得ると共に、研究会を実施した。

リーダーシップ教育に関しては、研究協力者

の堀尾輝久氏（東京大学名誉教授）を広島大

学に招聘し、研究会を実施した。 

 

４．研究成果 

 イギリスのパブリックスクールは、調査訪

問を許可されるまでにかなりのメイルでの

遣り取りが必要であった。例えば、ロンドン

の在英国日本国大使館の教育、スポーツ、文

化等を担当する一等書記官から、９校へ訪問

調査依頼の書状を送付していただき、回答の

あった学校に質問調査票を送付し、訪問調査

を実施した。他に、イギリス総領事館・総領

事からの紹介、オックスフォード大学出身者

からの推薦等を受けながら実施した。 

 その結果、イギリス国内のパブリック・ス

クール 9校及びグラマー・スクール 5校の訪

問調査が完結し、日本に於いては、日本のエ

リート校 9校（灘校、甲陽、ラ・サール、麻

布、開成、慶應義塾、早稲田、日比谷、戸山



高校）、他にフランスのリセ、スイスのボー

ソレイユ・コレージュ・アルパン・アンテル

ナショナル、ブリヤモン・インターナショナ

ルスクール、コレージュ・デュ・レマン・イ

ンターナショナルスクールの訪問調査を終

え、それら成果を、叢書『「進学校」におけ

る人間性涵養とリーダーシップ－日本と欧

州３ヶ国から学ぶ』として広島大学より出版

した。 

 訪問校の責任者との連携も可能な状態で、

ハロウ校の責任者とは、今後、生徒の交流、

教員の交流等予定されている。 
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